Kierkegaard on Silence : Silence as a Condition of Absolute Obedience to God by 市沢 正則 & Ichizawa Masanori
キルケゴールにおける沈黙
-神への絶対的服従の条件として-
市 沢 正 則
Kierkegaard on Silence:
Silence as a Condition of Absolute Obedience to God
Masanori lchizawa
キルケゴールは ｢沈黙｣は神への絶対服従の第一条件であり､神と人間の関係の中で重要な
役割を果たすと考える｡本稿では､沈黙の定義 ･なす業 ･役割 ･模範 ･結果を中心に､キルケ
ゴールが考える ｢沈黙｣について考察し､最後に彼が訴える沈黙の重要さを我々現代人はどの
ように受け止めるべきかを探った｡
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はじめに
現代人の多くは日常生活を享受するために
多数のものを所持し､必需品以外のものまで
も獲得しようと労力を惜しまないようだ｡そ
れと反比例するかのように､人間として生き
るために重要なものを失いかけているように
思える｡そのなかには静かにひとりになる時
間と場所が含まれているのではないだろうか｡
朝の起床とともに毎日の忙しいスケジュール
に追われ､肉体的にも精神的にも疲れ果てて
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眠りにつく｡その間､物理的な音(交通機関､
商店街 ･内の宣伝 ･音楽､家庭内のテレビ･
ラジオ､他人との交わり)､内なる音 (仕事･
人間関係で自分自身と交す会話､煩悩､新聞･
雑誌 ･インタネットからの情報)に取り囲ま
れている｡マックス･ピカートは､人々は沈
黙が失われていることに気づかず､かつて沈
黙があったその場所はもろもろの事物により
占拠されてしまっていると警告し､次のよう
に記している｡｢今日､人間が眠りを失ってい
るのは､彼が沈黙を失っているからにはかな
らない｡眠りのなかで､人間は､彼自身のう
ちにある沈黙をたずさえて､普遍的な偉 (お
浴)いなる沈黙へとかえるのである｡しかし､
現代の人間には､彼を眠りの普遍的な､偉い
なる沈黙へと案内するところの､彼自身の内
部の沈黙が欠けている｡今日では眠りは喧騒
による疲労､喧燥に対する反動でしかない｡
それはもはや独自の世界ではないのであ
る｡｣1
19世紀前半にデンマークで生まれた思想家
キルケゴール (1813～1855)も人間生活にお
ける沈黙の重要さに注目した｡当時のデンマ
ークはナポレオン戦争後の政治的 ･経済的混
乱と復興､産業革命の進行､自由主義 ･労働
運動も盛んに行われていた｡そのような社会
状況の中､キルケゴールは首都コペンハーゲ
ンで ｢いかに生きるべきか｣を探索していた
が､悲惨な生活環境を改善するための労働者
階級の運動にではなく､キリスト教のなかに､
一個人としての内的革命が必要であると考え
ていた｡宗教の面では他の多くのヨーロッパ
の国々がそうであったように､デンマークで
もキリスト教が国教 (正統ルター派)であっ
た.しかし､キルケゴールはキリスト教国に
生まれた国民､キリスト教界におけるすべて
の者がキリスト教徒であるとは限らないと主
張し､｢キリスト者としていかに生きるべき
か｣を自分に問い続けた｡彼の結論は ｢自ら
の意思で､神の御手になるためにこの世界に
死して､キリストに従って生きる｣､すなわち
神への絶対服従であった｡そしてその絶対服
従のための第一条件が沈黙であるとした｡
キルケゴールは ｢沈黙｣と題した本は書い
ていないが､数々の書物のなかで沈黙につい
て触れている｡本稿ではキルケゴールが意味
する沈黙を考察する｡まず､沈黙の定義をす
るなかで､なぜ沈黙が神への絶対服従の条件
であるのかを探る｡次に､沈黙がなす業での
肯定的なものと否定的的なものをあげる｡第
3に､キルケゴールが説く人生の三段階 (莱
的 ･倫理的 ･宗教的)の最終 (宗教的段階)
での沈黙の役割を､第4に､その沈黙の模範
を人間は何に兄いだせとキルケゴールは我々
に勧めているのか､第5に､沈黙の結果とし
て何を期待すべきか､何が起こるというのか､
を検討する｡最後にまとめとして､キルケゴ
ールが訴えている沈黙を我々現代人はどのよ
うに受け止めるべきかを考える｡
Ⅰ.沈黙の定義
『野の百合 ･空の烏』2のなかで､キルケゴ
ールは沈黙とは神に ｢服従しうるための第一
条件の一つである｣3と記述している｡我々が
沈黙するとき､それが真の沈黙のとき､神の
声を聞くことができる､この時に始めて､服
従することが可能であるとする｡
もし汝の中に沈黙が存在するならば--
極度の緊張をもって感知するであろう｡
汝が主なる汝の神を愛し､その神に仕え
市沢 :キルケゴールにおける沈黙
るべきであるというのは､真実であるこ
とを｡･･-･真にただ独りでいるので､あ
らゆる疑惑も､異論も､弁疏も､遁辞も､
疑問も､要するに汝自身の心の中にある
あらゆる声､すなわち､汝の周囲でまた
汝の中で､沈黙を通して汝に語りかける
神の声以外のあらゆる他の声は､沈黙せ
しめられることを｡もしかかる沈黙が汝
の周囲に､また汝の中にいまだかつて存
在しないなら､汝は決して服従を今も昔
も学んでいないのである｡4
この沈黙の中で人間は神の声を聞き､服従
を学ぶというが､いったい何を聞くのだろう
か｡｢子供は眼を閉じて微笑むと､天使になる｣
が､おとなが ｢聖なるお方の前にひとりいて
沈黙するとき彼は罪人となる｣5というよう
に､神の前に自分の真の姿を認識させられ､
始めて､神に服従する者になるとキルケゴー
ルはいうのである｡これはカトリック教会の
聖体祭儀の ｢開祭の儀｣で司祭が回心の招き
で ｢わたしたちの犯した罪を認めましょう｣
と会衆に促し､会衆が ｢わたしは思い､こと
ば､行ない､怠りによってたびたび罪を犯し
ました｣という回心の祈り6と共通するとこ
ろがある｡
ここでの沈黙は ｢死にゆく人｣の静けさと
類似する｡神の家には平和があり､一番奥に
は閉ざされた場所がある｡そこへおもむく人
は静けさを求める｡仲間はいず､各人はひと
りである｡統一行動へと駆りたてる叫び声の
かわりに､特別の責任を果たすよう呼びかけ
られる｡そこでは社会的なものへ加わること
への招請もない｡なぜなら､俄悔する人は､
死にゆく人とまったく同じように孤独だから
である｡7 ｢死にゆく人の枕べに､彼に親しく
やさしかった者や､彼を愛している多くの人
たちがどんなに多ぜい立っていようと､ある
いは､彼が世間を見捨てたがために､あるい
は､世間が彼を見捨てたがために--横たわ
っていようと､いずれにしても､死にゆく人
は孤独である｡｣8
この静けさは ｢神に属する｣9もので､自分
自身でもってくることも､譲り渡すこともで
きない｡無償で得られるものでも､お金で購
われるものでもない｡全人類に奉仕すること
を望むという条件を与えて､期待すべきもの
でも､すべてのものを放棄しても､得られる
ものでもない｡世の権力､知恵､すべての人々
がどんなに力を合わせて努力しても､静けさ
を人間に与えることはできない｡10キルケゴ
ールは真の沈黙を得ることはどれほど難しい
かを様々な表現で伝えようとする｡｢らくだが
針の穴を通るのはむずかしいことであるが､
同じように､この世の人にとっては､彼が力
がある人であれ､購しい人であれ､静けさを
兄いだすこと､･････静けさを人生の騒音のう
ちに兄いだすこと､--静けさが現にあるそ
のところで静けさを兄いだすことはむずかし
い｡｣11
｢ひとは静けさのうちに身をおくことがで
きる｣12､しかし､その場所は外面的､直接的
な意味での場所ではなく､自分の内面である
という｡では､もし静けさが自分の中にある
のなら､どうして出会うことはそんなに難し
いのであろうか｡
時間がたっぷりとあるので安心感が､あ
るいはあまりにもおそすぎるので焦燥が､
あるいはさし招く希望が､あるいは容易
に去らぬ記憶が､あるいは嵐のような決
断が､--･あるいはあなたをとらえて噸
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弄する世の批評の反響が､(あのたの心
を)誘惑する｡あるいは自己賛美によっ
て､(静けさの)妨げとなるあなたの利己
心からの反響が､あるいは気晴しになる
比較が､--･評価が､あるいは無思慮に
よる少しばかりの忘却が､あるいは自信
によるわずかな前進が､あるいは神の無
限性についての冒険的な観念が､あるい
は全知者がすでに知っていることを､ひ
とが全知者に打ち明けようとすることに
よる落胆が､あるいは何の役にもたたな
い軽率な飛躍が､--あるいは感覚を麻
痔させるわずかな悲哀が､あるいはひと
を驚かすような明噺が--･･誘惑するので
ある｡13
また､キルケゴールは人間が自分よりも力
の強いと思われる者の前に静かに一人で立つ
ことについての難しさも付け加える｡
自分自身の内面を見つめることより､左
右を見わたすことのほうがはるかに容易
である｡--･日常生活においてさえ各人
は､名士や王侯の前に立つことのほうが､
群衆のなかをさまようことよりももっと
難しいことを知っている｡また､同輩の
普通の集まりで話をするより､眼光鋭い
大家の前にひとり黙って立つことのほう
が､はるかにむずかしいことを知ってい
る｡まして聖なるお方の前にひとりとな
り､黙っているのは言わずもがなであろ
う｡ひとは大事件に､自然の暴威に､世
界史の進行のうちに神をみる｡ひとは子
供が理解していることを､すなわち､子
供が眼を閉じれば､神を見るということ
をきれいに忘れる｡14
確かに､静かにひとりになるとき､様々な
雑念､誘惑､煩悩が我々の心のなかに生じる｡
どんなに努力しても自分自身では沈黙を発見
できないのは自分で沈黙をつくりだそうとし
ているからなのだろうか｡キルケゴールの言
うように ｢静けさは神に属する｣ものであれ
ば､神からの贈り物として受け取るために､
心の準備をしなければならないのではないか｡
沈黙するときに我々は神の前に座するので､
キルケゴールはまずただひとりになることを
勧める｡そうすれば､自分が隣人より優れて
いるか､劣っているか､自分が善い人である
か､など思わずに､｢神については高く､自分
自身についてはとるに足らないものと思う真
の敬神を学ぶ｣15ようになり､真の沈黙を与え
られるのだと確信する｡
しかし､それを得たならば､何も持ってい
ない人のようでありながら､すべてを持つ人
であり､また､何ものからも奪い取られるこ
とはない｡｢地震が教会の支柱を揺がそうと
も､もっとも愚かな者がこのうえなく馬鹿げ
たおしゃべりをしようとも､もっとも卑しい
偽善者のけがらわしさ｣16からも｡前述の通
り､この静けさは ｢死にゆく人｣が持つ静け
さにも似ているが､死にいたるような病いで
はなく､生への移行を意味するという｡であ
るから､この静けさを得たなら､その静けさ
を耐え抜けと､キルケゴールはアドバイスす
る｡17｢りっぱな良心をもつことに熱心である
としても､もしあなたがこの静けさを恐ろし
いと感じるなら､これだけは耐え抜かれよ､
最後までこの静けさを耐え抜かれよ｡この静
けさは､あなたが死にゆく死の静けさではな
い｡静けさは死にいたるこのような病ではな
く､生への移行なのである｣｡18
沈黙は人間を偉大にすると､キルケゴール
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は考える｡その条件として内面性をあげ､ど
うして沈黙が ｢生への移行｣なのかを説明す
る｡沈黙は ｢内面性を表現するための一方法
･-=すなわちすべての人間が達成したいと欲
する内面性｣19であり､すべてのことが自分の
意志に反しておこなわれ､自分の内面を直接
に表現する手がかりがなにひとつない状況の
なかで､｢自分のことばに賭けて｣耐えている
こと､と定義する｡そして顔の表情や力をこ
めて誓う喋り方など､外面に直接現われてく
ることが多いほど､それだけ内面性は真実か
ら遠ざかる｡ここでもキルケゴールは真の内
面性と死者の沈黙を類似させる｡
時は滑々と流れ去ってゆくのに､死者は
全くひっそりとおのれの場を守りつづけ
る｡かつて名高い戦士の墓に､故人愛用
の剣が添えられた｡そして心なきいたず
らがこの墓を囲う格子戸をバラバラに壊
したとき､死者は､起き上がってその剣
を取り自分と自分の安息の場所を防御し
ようとはしなかった｡彼は激しい身振り
も見せず､大声で叫びもせず､内面性の
瞬間的流出によって顔面を紅潮させるこ
ともしない｡彼は墓のごとくおしだまり､
死者のごとく沈黙して自分の内面性を守
り､そして自分のことばに賭けて耐えつ
づけるのだ｡現に生きながら､外面の現
われに関しては世から死別せる者のごと
くになって自己の内面性とかかわり､こ
うすることによってまさに自己の内面性
を守る者に賞賛あれ｡20
内面性とは､一瞬の興奮､熱狂ではなく､
｢死をくぐり抜けることによって獲得された
永遠的性格としての内面性｣であり､日常生
活での静けさとは異質の次元にある｡キルケ
ゴールが考える日常での静けさとは､のんび
りとした家族の者がめいめい自分の仕事につ
き､すべてが毎日起こるとおりに起こってい
る家について言うときの一般市民的な意味で
の静けさであり､一週間仕事に励み､勘定を
して､店を閉め､日曜日には教会へ行 く ｢民
のなかの静かな人々｣のことを言う意味での
静けさである｡21しかし､内面性を表現する沈
黙とは､そのような日常での静けさではなく､
墓場の静けさ､夜の静けさをいう｡
墓場の静けさは死者たちは眠っているが､
死者たちの ｢仕事の永遠性を意識するための
形式｣であり､夜の静けさは ｢翌朝のために
自然の最も奥にあるものが､生き生きと活動
しながら騒々しい現われ方をするときの自然
の姿を予感させるもの｣である｡また､｢戦闘
のまえの荘重な静けさ｣､｢声に出さない祈り
の静けさ｣､｢荒野の静けさ｣､｢孤独の静けさ｣
も内面性を表現する沈黙であり､これらの静
けさは｢戦闘の喧燥よりも意味深 (く)｣､｢起
こりつつあるいっさいのものや､すでに起こ
ったいっさいのものよりも恐ろしい｣とキル
ケゴールは考える｡22ここでいう沈黙とは､次
に起こるべき現象のための準備期間､すなわ
ち乾電池が充電されている状態 ･時間を意味
していると考えられる｡｢静けさが無限の無で
あって､それゆえに無限の内容を盛る可能性
の広大な形式であるのなら､この静けさを愛
する｣とまでキルケゴールは言う｡彼は､そ
ういう静けさこそ ｢精神の本領｣であって､
支配権の交替や世界的な事件よりも内容が豊
富であるゆえに､人間が滅ぶ ｢死へ向かう静
けさ｣ではなく､永遠的､創造的､建設的行
動を内に秘めているゆえに ｢生への転換であ
る｣と主張する｡
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ⅠⅠ.沈黙のなす業
キルケゴールがあげる沈黙の働きには肯定
的なものと否定的なものとがある｡この章で
は最初に肯定的な働き､次に否定的な働きに
ついて取り上げる｡
1. 肯定的な沈黙
肯定的沈黙は日常生活において他人､及び
神との建設的な関係に貢献する沈黙であり､
キルケゴールが考える具体例を6つに分類し
てみる｡
(1) 沈黙は自分以外はだれも責めたてない
沈黙は火事での延焼を避けるドアのような
働きをする｡｢沈黙する者は自分自身を除いて
はだれをも責めず､自分の苦闘のために人を
傷つけることがない｡なぜといってどんな人
間のうちにも､すべてを要求し神の前に滅び
ることにのみ慰めを兄いだす理想と(沈黙と)
のこの密接な関係があり､ありうるし､また
あるべきだ｣が､｢おしゃべりとなるとなんの
苦労もなしにたちまち巨人の一歩で進んでし
ま (い)｣､結果的に他人を非難したり､恨ん
だりする｡23例えば､｢いつか失意が心を襲っ
たとき､自分のあらゆる努力は崇高さに結び
ついていたはずなのに､その努力がまるで無
になって､崇高さとはあまりに残酷ではない
かと感じてしまったとき｣､人は親切で善意あ
る人に慰めを求める｡その慰めが得られたと
き､その人に感謝するが､自分自身は ｢凡庸
さの楽に通行できる道ではなんら得ることが
なかったといって他人を恨むたわけた結果に
終わってしまうのだ｣24とキルケゴールは説
明する｡すなわち､自分の崇高な考え､行動
がどうして他人が理解できないのか､我々は
悩む｡最終的には自分のいたらなさを責めて､
一層悩める者になるか､または､理解できな
い他人を責めることになる｡一旦他人を責め
る話を親切にしてくれる第三者にしてしまう
と､止まりもなく進行していく｡しかし､沈
黙することにより､とにかく自分のところだ
けに止めて､少なくとも他人を巻き込まない
という解釈もできるだろう｡
(2) 沈黙は他と比較しない
人間はどんな秀でた人間でも､他人にかか
わるときには､そのかかわりが同情､または
ほかの理由に関係なく､理想 (神の前に滅び
るということに慰めを見出だす)に対する沈
黙のかかわりによってなされるべきだ､とキ
ルケゴールは主張する｡しかし､その理想と
のかかわりなしに自分が他と比較をしてしま
うと､すべてが破壊的になってしまう｡
比較というものは何事でも遅延させるし､
まただからこそ凡庸さは比較が非常にす
さで､低劣な友情をもって各人に近づき､
できるかぎりそのなかへ引き込もうとし､
その結果引っかかった者はあろうことか
卓抜な人間として一一一凡庸な者たちのあ
いだで賞賛の的となるか､あるいはその
たぐいの者たちに優しくかき抱かれると
いうことになってしまうのだから｡25
その後関係がうまくいかなくなり､その友
情に対して幻滅を感じたとき人はその友人を
責める｡しかし､それは間違っているとキル
ケゴールは言う｡
自分を破滅させたのはこいつらだと他人
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をせめるのはナンセンスだし､すべきこ
とを回避しておいてなにものかをかすめ
取ろうとしている自分を自ら告白してい
るだけなのだ｡-･･なぜそのかわりに､
空費してしまったものを､沈黙のうちに
自分の内部にある尺度を探し求めること
によって､できることなら取りもどそう
とはしないのか?しかし友人を恨んでは
ならない｡むしろ自分から安売りにだし
て慰籍を求めた自分こそ責めるべきであ
る｡ほんとうのいのちをかけた人は沈黙
の尺度を獲得したのだ｡26
(3)沈黙はすべてを獲得する
キルケゴールは秘密と沈黙は人間を神聖に
する条件を兼ね備えていると考える｡もし
我々が神聖な神の子であるなら､日常生活で
必要な全てのものを与えられるであろう｡し
かし､我々がそのためになさなければならな
いことは沈黙であり､いっさいのものはその
なかで獲得され､神化されると主張し､アプ
レイウス 『黄金のろば』の挿話を引用する｡27
アモールはブシュケのもとを去るとき､彼女
にむかって､｢おまえは子供を生むだろうが､
もしおまえが沈黙するなら､その子は神の子
となるし､もしおまえが秘密をもらすならば､
その子は人間となる｣と告げる｡母の沈黙に
未来がかかっているということは､ブシュケ
の生まれてくる子だけにあてはまることでは
なく28､｢沈黙を保つことができる人間は神の
子となることができる｡なぜなら､沈黙にお
いて自分の神聖なるルーツについて神経を集
中して考えることができる｡しかし､語るも
のは人間にとどまる｣29とキルケゴールは考
える｡
(4) 沈黙は最上のものを理解する
沈黙は我々の意識の最も深いレベルに到達
するのを助け､その場所で最も高いレベルの
意思と遭遇する､とキルケゴールは述べる｡
｢静閑を楽しみえるとき､生活やこの世のあ
らゆる煩累から遠ざかっているときには､だ
れでもが､最高のこととはどういうものであ
るかということを理解しているのである｡
--静閑なとき､生の紛糾から遠 くへだたっ
ているときには､子供も､最も素朴な人間も､
最も賢明な人間も､すべての人間が､みなほ
とんど同じぐらいたやすく､自分たちがなに
をすべきであるかということを理解してい
る｡｣30しかし､この理解から実行に移すため
にはたいへんなへだたりはある｡この世にお
いては､人は何ができ､何ができないかをせ
わしげに尋ねる｡しかし､沈黙のなかでは､
｢最高のものについて語る永遠｣はただその
人がそれを実際に実行するかだけを尋ねる｡
大切なことは､何をしなければならないかを
沈黙の中で理解し､その結果実行するかどう
かである｡ゆえに沈黙は行動するための最初
の条件であるとする｡
(5) 沈黙において無限の変革を成就する
先に､沈黙は内面性であると定義したが､
キリスト教は ｢内面性以外のなにものでもな
い｣とキルケゴールは考える｡なぜなら､キ
リスト教は自分が属さないこの世で､外面的
にこの世の地位を得るために争わずに､あら
ゆる人間関係を良心の問題にしたからだとし､
無知で貧しい洗濯婦の権利を例にだす｡｢わた
しはこの仕事を日雇い賃金を得るためにして
いる｡だがわたしが､こんなにきちんとこの
仕事をしているのは､自分の良心のためだ｣31
と固く信ずる洗濯婦は､自分の仕事をしなが
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ら､自分自身および神に語りかける権利を持
っているとし､キリスト教における内面性の
意味を述べる｡
この世の諸事情や､君の置かれている状
況を変革しようとして心を労するな｡例
えば､貧しい洗濯婦が貴婦人になろうと
努めるようなことをしてはならない｡い
やそんなことではなくて､キリスト教的
なものを身に体しなさい｡そうすれば世
界の外に立って､そこから天地を動かせ
るような点が君に示されるであろう｡い
やそれどころか､君は､天地をいとも静
かに､だれにも気づかれないくらい容易
に動かすというもっとも偉大な奇蹟をな
しとげるであろう｡32
この世はほんのわずかの変更を必要とす
るときにも､大騒ぎをする｡天地をひっ
くり返すような空騒ぎをする｡泰山鳴動
して鼠一匹という有様だ｡ところが､キ
リスト教は､なにごともおこらないかの
ように､いとも静かに無限の変革を成就
する｡その静かなることは､この世の事
物はなにも存しえないかのごとくであり､
ただ死者と内面性のみが存しえるかのご
とくである｡33
(6) 沈黙によって (愛)は罪をおおう
キルケゴールはお互いの関係を秘密にした
いとのぞむ二人の恋人と真の愛に富んでいる
第三者の例を使い､いかに沈黙することがお
互いの罪をおおうかを説明する｡｢かれらが互
いに愛を告白して沈黙を誓った瞬間､まった
く偶然にもそこに第三者がいた､しかしこの
人は誠実な､愛情にとんだ､信用のできる人
間であり､かれらに沈黙を約束したと仮定し
よう｡｣34この場合､彼らの愛の秘密は守られ
ないであろうかとキルケゴールは問う｡真の
愛にとんだ者がある人の罪 (彼がいかに失敗
し､いかなる罪を犯し､いかに弱きによって
せきたてられたかということ)を思いがけず
聞いても､沈黙を守る｡そのことによって多
くの罪をおおうのであると考える｡しかし､
罪の多さは､たとえそれについて沈黙が守ら
れようとも､語られようとも､増減するもの
ではない､沈黙することはこれとはなんの関
係もないとある人は言うかもしれない｡それ
に対してキルケゴールは反論する｡確かに､
増減はしないだろうが､隣人の罪や過失を語
る者は罪の多さをより大きくする｡語られる
事の真実さえ確かであれば､すべてはその理
にかなっていると考えてはならない｡その真
実は人によっていかようにでも解釈されるの
だと｡｢人々は噂とか簡舌によって､もの好き
に､軽々しく､嫉妬と悪意ともって隣人の過
失にかかわることに慣らされ､それによって
堕落していくのである｡｣隣人の過失を吹聴す
ることによって人々に堕落の助けをする者は､
罪の多さを増大していることに問題があるの
だとする｡
2. 否定的働き
キルケゴールはもう一つの沈黙の働きには､
自己の表現の自由が奪われるという否定的要
素があると考える｡彼は､新約聖書に書かれ
ている悪魔的なものが､キリストに近づく時
に現われる出来事に注目して､｢善｣と｢悪魔
的なこと｣を比較することによってこの否定
的要素を説明する｡
悪霊が入って唖であった者が､キリストが
悪霊を追い払うことによって話せるようにな
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るように35､悪魔的なものは､善と接触すると
きに､はじめて明瞭になるとキルケゴールは
述べる｡36ここでいう｢善｣とは､話せるよう
になること､自由の回復､救いであり､｢悪魔
的なもの｣とは､善に接触することに対する
不安であり､自己を自己のなかに閉じ込めよ
うとする不自由である｡37しかし､後者の状態
を保つことは不可能で､いつかは真の自己が
あらわれてくる｡ゆえに､悪魔的なものは｢閉
鎖されたもの｣､すなわち､沈黙的なものであ
るが､悪霊がキリストになしたように､自己
をあらわにしなければならない時は､おのれ
の意思に反してそうする｡
別の箇所では､悪霊に悉かれた者がキリス
トを見て､｢あなたは私となんのかかわりがあ
るのです｣と叫び､キリストが自分を底知れ
ぬ所に落とすように命じることを恐れ､豚の
中に入れるように願う｡38悪霊が自分とのか
かわりを問う理由は､キリストがやってきた
のは自分を滅ぼすためだと思い込んでいるか
らで､この思い込みもキルケゴールは善に対
する不安だと解釈する｡悪魔的なものは自己
自身を閉鎖し､交わりを欲しない｡しかし､
閉鎖性は自由によって接触されると､不安に
なる｡すなわち､自己の中に閉じこもってい
る悪魔的なものに､自由が外から関係すると
き､悪魔的なものはおのれの意思に反してし
ゃべりだす｡逆に､自由はつねに ｢交わり｣
であり､神との交わりという宗教的な意味と
してキルケゴールは考える｡
上述の沈黙に当てはまるものとしてとマ-
テンセン監督の沈黙を例に取る｡39デンマー
クの聖職者は ｢真理の証人｣ではないと言い
きるキルケゴールに対して､マ-テンセンは
見解を求められるが､沈黙する｡｢もし聖職者
が真理の証人であるなるば､彼等は沈黙せず､
間違った主張に対して自分たちの所信を表明
すべきで--･沈黙によってその真実をそのま
まひた隠ししておくべきではない｡--また
沈黙することによりいかなる間違いをもその
ままはびこらせておくべきではない｡｣40とキ
ルケゴールは､マ-テンセンを非難し､マ-
テンセンの沈黙は虚偽的沈黙であり､否定的
であるとする3つの性格をあげる｡
(1)不条理な沈黙
真理と希望に関しての質問に応答すること
がキリスト者の義務であり､｢真理に仕え､真
理を愛するキリスト者は虚偽､真実について
堂々と自分の信ずるところを述べ､その思想
を隠すのは憎悪すべきことではないだろう
か｣41とキルケゴールは問いかける｡しかし､
デンマークの主監督はキルケゴールの論戦に
対して返答を拒否した｡ゆえにマ-テンセン
の沈黙はキリスト教的には許されないことで､
不条理なものであるとする｡
(2)利口なようで､馬鹿げている沈黙
この沈黙を説明するにあたりキルケゴール
は質疑応答の時間での教師と生徒の関係を使
う｡｢教師が生徒の質問に答えられないと､そ
れを 『わからない』とはっきり言わず､巧み
に知っているかのようにふるまう｡生徒はこ
の教師の行為をみて薄々何かを感じ､この教
師に対する信頼は薄らぐだろうが､何も言わ
ずにそのままにしておく｡｣42キルケゴールは
この教師の沈黙は利口そうだが馬鹿げている
という｡そのように教師がふるまい続け､評
判を維持することはたいへんな労力を要する｡
それと同じことをマ-テンセンは行っている｡
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(3) 卑劣な沈黙
時として沈黙は腺病の結果でもあるとキル
ケゴールは力説する｡｢男なら､男らしく行動
し､危険に直面し､潔く勝負にのぞむべきで
あるが､それをしないで､こそこそと逃げる
ことは卑劣である｡｣43彼は聖職者の沈黙を二
重に卑劣である批判する｡というのは彼等は
国から報酬を与えられるままに受け取り､権
力をほしいままにしている｡にもかかわらず､
税金を払っている国民に彼等は真理を伝えて
いない｡
上述の否定的状況が､より悪化しないよう
に真の状況を認めることが得策であり､沈黙
するよりも他人に対してきわめて役だつオー
プンで､率直な話しをすることをキルケゴー
ルは勧める｡
ⅠⅠ.宗教的領域での沈黙
キルケゴールは人生を ｢いかに生きるべき
か｣を問うなかで人間は三つの諸段階 (美的
段階､倫理的段階､宗教的段階)を順番に通
っていくと指摘する｡｢真理のためならば死ん
でもいい､自分がそのために生き､死ぬこと
を願うような｣真理を人間は宗教的段階で到
達しうるだろうと信じる｡この最終段階で沈
黙はどのような役割を果たしているのだろう
か｡前段階の二つの生き方とそこでの沈黙を
参考にして､検討してみる｡
美的段階の人間は瞬間に生きる､すなわち､
肉体のおもむくままに生活をし､単に快楽の
みを求める生き方､モーツァル トのオペラに
おけるドンファンの生活である｡キルケゴー
ルはこれを感性的 (エロス性)と呼ぶ｡44ドン
ファンは1003人の女性を誘惑し､肉体的満足
感を沈黙することによって楽しみ､考えるこ
とも語ることもしない｡この段階での沈黙は
コミュニケーション､又は自己表現の欠落で
あり､彼は自己 ･彼を取り巻く世界 ･自己以
外の他者についてまったく理解できず､知的
に自己を表現すること､他者とコミュニケー
ションをとることも不可能である｡45
倫理的段階では人間は社会的秩序を重んじ､
社会に対しての義務と責任を果たす｡キルケ
ゴールはこの段階では沈黙はおこなわれない
と考える｡｢倫理的なものは､倫理的なもので
あるかぎり､普遍的なものであり､普遍的な
ものであるかぎり､それはまた顕わなもので
ある｣46と述べ､エウリピデスの『アウリスの
イピゲネイア』47の物語におけるアガメムノ
ンを例にあげる｡アガメムノンが直面した問
題は彼が自分の娘､イピゲネイアを犠牲にす
る必要性を他に知らせるべきかということで
ある｡国家の安全が危機に瀕しているとき､
彼は二つの理由で最初は沈黙する:アガメム
ノンは不必要な悲しみを彼の周りの人間に与
えないようにする (最後にはその秘密を明ら
かにするのだが);自分の娘の命をどうにか
して助けたい｡
倫理的段階にいる人間の沈黙は欺さであり
裏切りであると見なし､人は自分の行動の動
機を公に明らかにすべきであり､ここでは､
アガメムノンは彼の意向を語らねばならない
と､キルケゴールは説 く｡そうすることによ
って､他の人間は理解し､彼の状況を尊敬す
る｡アガメムノンのように ｢本当の悲劇的英
雄は､自己自身とそのいっさいの所有物を､
普遍的なもののためにささげる｡彼の行為､
彼の心のあらゆる動きは､普遍的なものに属
している､彼は顕わである､そしてこの顧わ
であることにおいて､悲劇的英雄は倫理学の
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寵児｣48であり､キルケゴールは倫理学的段階
においては沈黙は不可能であるとする｡もう
ひとつの例は､結婚式直前に占者から結婚す
ると不幸になるという予言をうけた男である｡
占者は彼ひとりに不幸を予言したが､同時に
花嫁となる少女の幸福をも奪う｡したがって､
彼の選択は次の3つとなる:1)沈黙し､結
婚する｡この場合､沈黙は彼女を侮辱したこ
とになり､ある意味で少女に責めを負わせる｡
もし彼女がその事情を知っていたら､結婚に
同意しなかったであろうし､彼の沈黙により､
彼女からの怒 りも耐えなければならない ;
2)沈黙し､結婚しない｡これは少女､そし
て､真実の愛に対する侮辱を含む ;3)沈黙
を破り､語る｡そのことにより､二人は離別
するだろうが､それは個人と個人との自由な
選択の結果ということにる｡倫理学は語るこ
とを彼に要求するとキルケゴールは述べ､こ
こで託宣が公になされたものなのか､それと
も全く個人的なものなのかに注目する｡占者
を通しての託宣は公に理解されるものであり､
主人公が何をなそうとも予言されたことが起
こり､彼は神との密接な関係に入ることもな
く､神の恩寵 ･怒りの対象にもならない｡
しかし､神の意思が個人との私的な関係の
場合､どれほど語りたいと思っても語ること
ができず､苦痛に悩むだろうとキルケゴール
は推測する｡｢彼の沈黙は､彼が個別者として
普遍的な関係に立とうとするところに根拠を
もつのではなく､彼が個別者として絶対的な
ものとの絶対的な関係に置かれたところに根
拠をもつ｣49が､このことは次に述べる宗教的
段階におけけるアプラハムの沈黙にはあては
まる｡彼は普遍的なもののために何ごともせ
ず､沈黙し続ける｡
信仰における沈黙は神との接触､神の意思
iFl
を知る鍵である､とキルケゴールは強調する｡
個人は神への信仰が深ければ深いほど､自己
の内面性に入っていき､結果として語ること
がより少なくなる｡しかし､沈黙は神的なも
のと､悪魔的なものがある以上､沈黙が深け
れば深いほど､おそろしい悪魔のわなともな
り､また､神 と個別者 との契約 ともなりう
る｡50キルケゴールはアプラハムとイサクの
例を引き合いに出す｡51
アブラハムは沈黙を守る- しかし､彼
は語ることができないのである｡この点
に､苦悩と不安がある､すなわち､わた
しが語ることによって､わたしを人に理
解させることができないとき､たとえわ
たしが明けても暮れても間断なく語った
にしても､わたしは語っていることには
ならない､これがアプラハムの場合なの
である｡彼はあらゆることを語ることが
できる､しかし一つのことだけを､彼は
語ることができない､しかも､それを語
ることができないとき､すなわち､他人
がそれを理解してくれるようなそれを語
ることができないとき､彼は語っている
のではない｡語ることの慰めは､語るこ
とがわたしを普遍的なものへ翻訳してく
れるところにある｡52
一個人が沈黙を守ることによって他の人を
救うことができる場合に､個人が沈黙を守る
ことを我々は許す､むしろ要求する｡悲劇的
英雄とアプラハムの違いは､前者はまだ倫理
的なものの限界内にどどまっている｡ギリシ
ャという国家のため父は娘を犠牲にする｡そ
のとき父親は彼の苦痛を隠さねばさねばなら
ない｡しかし､やがて全国民が彼の苦痛を知
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ることになる｡53しかし､アブラハムが沈黙を
守るのはイサクを救うためでなく､アブラハ
ム自らのため､そして神のためであるゆえ､
イサクを犠牲にささげるというアブラハムの
課題は世の常識にとってはつまずきになる｡
なぜなら､自分が自分自身のために自分を犠
牲にするなら納得がいくが､自分のために､
他の人間を犠牲にささげるということは､許
せない｡倫理的段階はアプラハムを非難する｡
というのは彼が普遍的な道徳ではなく､全く
個人的な理由 (それも殺人という普遍的な道
徳に反する)によって沈黙したからである｡54
沈黙における倫理的段階と宗教的段階の違
いをキルケゴールは次のように要約する｡｢非
劇的英雄は普遍的なものを表現するために､
自分自身を諦める｡信仰の騎士は､個別者と
なるために､普遍的なものを諦める｡｣55信仰
の騎士すなわち､アプラハムは普遍的なもの
のために自分自身を放棄するのは感激的で､
勇気を必要とし､すぼらしいことだと知って
いる｡また､純粋で､椅贋で､できるだけ欠
点のない自分自身をだれにでも理解させられ
る｡それゆえに､アブラハムは､父親にふさ
わしいようにイサクを普遍的なもののために
犠牲にささげて､世の父親たちを感激させる
のが自分の任務と願ったかもしれないとキル
ケゴールは考える｡しかし､同時に､｢普遍的
なものよりも高いところに､孤独な小径が､
せまく､そしてけわしく､うねりくねってい
るのを知っている｣56とアプラハムの心境を
理解しよとする｡アプラハムは自分がどうい
う状況におかれているのか､また人々に対し
てどういう関係にあるのかを認識している｡
人間的に言えば､正気を失っている｡そして､
だれにも自分を理解させることができない｡
自分は何一つ普遍的なもののためになしてい
るのではなく､ただ自らが試みられているに
すぎないと知っている｡キルケゴールはこの
信仰の騎士に同情する｡あるゆる瞬間に､後
悔して普遍的なものへ逆戻りする可能性があ
るので､安眠することすらできない｡この可
能性は真理であるかも､またはまどわしであ
るかもしれない｡そのどちらであるかの説明
を､彼はだれにも求めることができない｡
｢神に対する絶対的義務というものが存在
するか､もしそのような義務があるとすれば､
この義務は個別者が個別者として普遍的なも
のより高くにあり､個別者として絶対者に対
し絶対的な関係にある｣57というキルケゴー
ルの課題は､我々の日常生活で起こる出来事
での決断についても言えると思う｡
Ⅳ.沈黙の教師
旧約聖書の蔵言には ｢口を制するものは国
をも制する｣というのがある｡沈黙は偉大な
武器でもあるようだ｡人間は語ることができ
るゆえに､適当な時に沈黙するということは
偉大な技量である､とキルケゴールはみなす｡
しかし､この利点が人間に不適当な時に話し
てしまう誘惑に刈られ､自分を破滅に追い込
むこともある｡我々は沈黙をすることをだれ
から､何から学ぶことができるのだろうか｡
キルケゴールは示唆する､その模範となるも
のは ｢百合と烏から学べ｣と｡ではそれらは
人間から学ぶことができない沈黙について何
を教えてくれるのだろうか｡
鳥や百合は語りかけるための器官が備わっ
ていないのは我々は百も承知である｡しかし､
キルケゴールは忠告する｡
汝は言うべきではない､｢百合や鳥が沈黙
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しうるのは､実は語りえないからである｣
と｡--汝は沈黙して真筆となる代わり
に､愚かにもまた無意味にも沈黙を破っ
て談話を始めるという失策をやり (おそ
らく沈黙を談話の対象として)､そのため
に沈黙からは何ひとつ生まれないで､か
談話が生まれ (る)058
神の前においてまた､悩みのなかにあって
も､自己自身を百合や烏よりも重要なものと
考えるべきではない｡そのかわり､次の二つ
のことを百合や烏を教師として学ぶことをキ
ルケゴールは勧める｡
1. 沈黙して､辛抱強く待つ
百合や烏は沈黙して待っている｡百合は性
急な質問はしない ｡｢いつ春が来るのか?いつ
雨が降るのか､日は当るのか?今年はどんな
夏なのか?長いのか､短いのか?｣また､｢雨
が多すぎる､暑すぎる｣など不平は言わない｡
というのは彼等はすべてが起こるべき時期に
起き､来るべき時に来る､そして､その日時
は彼等が知るべきものでもないと理解してい
る｡単純な心を持っているが､決して欺かれ
はしない｡来るべき時期が来ると､静かに｢そ
の時｣であると理解し､それを利用する｡し
かし､人間は沈黙を守り､待つことができな
い｡｢その瞬間｣が決して来ないのはその為で
ある｡その ｢瞬間｣がたとえ到来しても､気
付かない｡
瞬間はたとえ豊かな意味を自己に蔵して
いても､決して自己の到来を告げるため
に､前触れをしないからである｡その上
瞬間の訪れるや､それはあまりにもすみ
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やかである｡実際､そのとき瞬間は自己
を告げ知らせるために､一瞬の時をも有
してはいない｡そして瞬間はそれ自身の
きわめて重要な意味を有しているのにも
かかわらず､喧騒や叫喚を伴ってやって
きはしない｡むしろひそやかに､最も身
の軽いものよりもさらに軽やかな足取り
で--瞬間は忍びやかに訪れる｡それゆ
え､瞬間の到来を感知しようと思うなら､
きわめて静かにしていなければならない｡
しかも一瞬にその瞬間は過ぎ去ってゆく｡
そえゆえ､もし巧みに瞬間を利用すべき
であるなら､きわめて静かにしていなけ
ればならない｡しかも万事は瞬間に懸か
っている｡それではなぜかれらは瞬間を
感知しなかったのであろうか｡それはか
れらが沈黙しえなかったからにはかなら
ない｡59
自分が制御できない状況や環境については
不満を言わず､与えられたもののなかで最善
を尽くす､そして､ほんの些細な事柄､事象
からのしるLを逃さないように常に目を覚ま
して､静かに待て､ということだろう｡多く
の人間の生活においては､時間と永遠が相触
れる瞬間が感知されず､時間的なものと永遠
となるものとが互いに分離している､とキル
ケゴールは指摘する｡
2. 沈黙を保ち､悩む
百合と烏は黙り､悩み続ける｡砂漠のひと
りばっちの烏は沈黙する｡不平は何も言わず､
誰も責めない｡しかし､ため息をしてまた沈
黙する｡決Lで悩みからは解放されない｡だ
が､｢沈黙せる烏は苦悩をいっそう烈しくする
ものから､- 誤解にもとづく他人の同情か
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ら､すなわち､苦悩を永くするものから-
解放されているし､また苦悩についての多く
の健吉から､--すなわち､焦燥と思い煩い
という罪にまでいたらしめるものから解放さ
れているのである｣60とキルケゴールは記述
する｡しかし､烏は沈黙しているようでも､
沈黙しているのではなく､自分の運命につい
て神に悲しく訴えかけ､自分の心を思い煩い
の中で汚すにまかせているのだ､と考える人
がいるかもしれない｡それに対してキルケゴ
ールは反駁する.実は､そうではなくて､烏
は沈黙Lで悩んでいるのであると｡百合に関
しては､萎れるときに悩めることになっても､
沈黙を保つ｡百合も自己を偽ることはできな
いのだと｡
百合は色を変えて､自己の悩んでいるこ
と洩さないわけにはゆかず､それに対し
てはいかんともしえない｡しかし百合は
沈黙している｡百合は自己の悩んでいる
ことを隠すためには､まっすぐに立って
いたいと思うでもあろう｡しかるに百合
はそうする力もないし､自分自身を思い
のままにすることもできない｡そこで百
合の頑はたれ下がっている｡かたわらを
通り過ぎる人は､(もし多大の同情を寄せ
て､百合に目を止めるならば !)それが
どういうわけであるかを理解する｡(それ
は実際きわめて明瞭に語っているのであ
る｡)61
では､人間の苦悩が百合の苦悩と比べて､
より恐ろしくみえるのはなぜか｡それは人間
が語りうるというよりも､人間が沈黙できな
いからであるとキルケゴールは推察する｡百
合の苦悩はそれ以上にも以下にもならない｡
人間においては苦悩はより小さくなることは
ないが､大きくなっていく可能性がある｡と
いうのは語ることができるという人間の優越
性から､苦悩は限りなく多大になり､より恐
ろしく見えるのだという｡百合と烏は沈黙し､
他とは比較しない｡ある百合は裕福な生活を
しているかもしれないが､他の貧乏な百合と
は比較しない｡自分自身の美しさには無頓着
である｡ソロモンの栄華とも､また､もっと
も酷いものとも比較はしない｡｢烏はいとも簡
単に空を飛ぶことができるが､問題を背負っ
た人間の足取りの重いステップとは比較しな
い｡｣62それゆえに､美しい百合と自由に飛ぶ
烏には破れることのない沈黙があるという｡
日常生活の談話の中でも他と比較することに
よって､常に誤解が生ずる｡幸運な人間が問
題を抱えた男にこう話す｡｢まあ､陽気になろ
うじゃないか｡｣この言葉自体は｢自分のよう
に｣という意味合いを含んでいる｡強い男が
弱いものに向かって､｢強くなりなさい｣とい
う時は ｢私のように｣という意味合いが含ん
でいる｡63ゆえにあえて沈黙をするというこ
とは二者を同時に配慮している｡｢沈黙は当事
者二人を尊ぶ｡ヨブ記のヨブの友人のように｡
尊敬から困惑者と供に沈黙して座り､敬意を
もって彼を抱き抱えた｡｣64しかし､友人の言
葉によって彼等の沈黙は破れてしまい､言葉
でもってヨプを痛めつける結果になった｡
Ⅴ.沈黙の結果
キルケゴールは 『野の百合 ･空の烏』のな
かで ｢先ず神の国を求めよ｣という福音書を
引用する｡この引用と沈黙とはどのような関
係にあるのだろうか｡まず､福音が意味する
ことは何なのか｡キルケゴールの見解は､他
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に影響を及ぼすために自分の能力にあった仕
事を得ることでも､すべての財産を貧困者に
与えることでも､また､このメッセージを世
界に伝えるためでもない｡彼は言う､｢汝は最
も深い意味において汝自身を無とすべきであ
り､神の前において無となるべきであり､沈
黙することを学ぶべきである｡この沈黙する
ことが発端であり､沈黙のうちに汝は先ず神
の国を求めるのである｣65と｡｢神を畏れるこ
とと共に知恵が始まるように､沈黙とともに
神への畏れが始まる｡｣6この沈黙においてわ
れわれの願望は神への畏れのために口にはで
てこなくなる､とキルケゴールは考える｡真
筆に祈るものはそのことを知っており､より
心の底から祈れば､より思考がなくなり､語
ることも少なくなる｡最終的には完全に沈黙
し､自分自身は無になり､聴くものとなる｡
｢先ず神の国を求める｣ということは､先ず
祈り､この祈りが真の祈りになったとき始め
て､沈黙する｡この沈黙が意味するところは
｢神に対する畏敬､すなわち､統べ給うてい
るのは神であり､思慮分別を有するのは神お
一人であることを表現しているのである｡一一
神の語り給わない時でさえ､万物が神に対す
る畏敬によって沈黙していることは､あたか
も神が語り給うているかのように､人には感
ぜられるのである｡｣67
百合と烏のおかげで福音が神の前で完全に
沈黙することに成功するならば､次に我々の
思考のなかに来るのはこのことである｡
汝の名声高き名をも､悪評高さ名をも､
また取るに足らぬ名をも忘れ果てて､口
をつぐんで､｢御名を崇めさせ給え｣と神
に祈るであろうに｡そうするならば､汝
は沈黙の中で汝自身を忘れ去るであろう
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に｡すなわち､汝の偉大にしてすべてを
包括する計画をも､あるいはただ汝と汝
の未来のための小さな計画をも忘れ去っ
て､口をつぐんで､｢御国を来たらせ給え｣
と神に祈るであろうに｡そうするならば､
汝は沈黙の中に汝の意思を忘れ去るであ
ろうに｡すなわち･-･･口をつぐんで､｢御
心を成らせ給え｣と神に祈るであろう
に｡68
もし我々が百合と鳥から神の前で沈黙する
ことを学べば､不可能なことは何もない､我々
の仕事を達成するのを福音が助けてくれるの
だとキルケゴールは確信し､ソロモンの言葉
と福音を比較する｡｢神を畏れることが知恵の
始まりであり､沈黙はまた神を畏れることの
始まりである｡蟻のもとに行って賢明となれ
と､ソロモンは言った｡福音は百合と鳥のも
とに行って､沈黙を学べというのである｡｣69
百合と烏から学んだ沈黙によって人間は神
に服従することを学ぶ｡その結果として得る
のが歓びであるとキルケゴールは断言する｡
その歓びとはどんなものであろうか｡
それは人が自分自身に対して現在的であ
る時である｡しかるに自己に対して真に
現在的であるということは､この｢今日｣
ということであり､今日存在する､真に
今日存在するということである｡そして
汝が今日存在することが､真実であれば
あるほど､従って汝が汝自身に対して､
今日完全に現在的であればあるほど､そ
れだけ明日という不幸な日は､汝にとっ
てそこに存在しないのである｡歓びとは
現在的な時のことであり､すべての重み
の懸けられた意味での現在的な時のこと
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である｡それゆえ神は至福である｡永遠
に今日と告げるその神は｡--従って百
合や鳥はそのように歓んでいるのである｡
かれらは沈黙と絶対服従を通して､今日
存在するがゆえに､自己自身に完全に現
在的なのであるから｡70
百合や鳥は昨日と明日のことに関しては全
く関心を示さない｡今日の日だけが彼等には
存在している｡｢今日を生きている｣､これが
歓びである｡なぜなら､もし荘厳な沈黙の中
で黙すなら､｢明日｣という日は存在しないだ
ろうから｡71
そして､我々は完全な沈黙､絶対なる服従､
絶対的な歓喜で､｢国と力と栄えとは汝のもの
なればなり｣という主の祈りを完結できる｡
しかり､御国はかれのものである｡それ
ゆえ汝は絶対的に沈黙しなければならな
い｡そうすることによって､汝は､汝が
そこにいることを目障りにならないよう
にし､むしろ絶対的な沈黙の荘厳さを通
して､御国はかれのものであることを表
わすことになるのである｡そして力はか
れのものである｡それゆえ汝は絶対に服
従し､すべてにおいて絶対服従でなけれ
ばならない｡なぜなら､力はかれのもの
であるから｡そして栄光はかれのもので
ある｡それゆえ汝は汝の行うすべてのこ
とにおいて､かつまた汝の蒙るすべての
ことにおいて､絶対的になお一つのこと
を､すなわち､神に栄光を帰するという
ことをなさねばならない｡なぜなら､栄
光はかれのものであるから｡72
絶対的歓喜があるとき我々は神に栄光を帰
すことができる､なぜなら国と力と栄光は永
遠に神のものであるからと､キルケゴールは
力説する｡福音で最も重要なことは ｢人間が
神に従う｣ようになることであり､誤りを指
摘して､叱責することではない｡そのために
福音は､｢ただ求めよ｣のかわりに､｢まず求
めよ｣という表現を使用し､すべての人間の
異論を封じ込め､人間をだまらせ､実際に神
の国を求めさせるようにしている｡この追求
心が人間を満足させ､真筆に神の国を求めさ
せるようにする｡ゆえに我々人間は百合や鳥
のように完全に沈黙し､神の国をまず求める
べきだと強調する｡そうすることによって､
歓びとともに ｢残りのすべてのものは､汝に
加えられるであろう｣73とキルケゴールは確
信する｡
おわりに
日本語の ｢宗教｣は英語でreligionと訳さ
れる｡その語源はラテン語､relat-｢関係｣と
いう言葉から由来する｡すなわち､人間と神
との関係を暗示している｡ユダヤ ･キリスト
教の創造主である神は時間 ･空間を問わず､
自身が存在する｡キルケゴールが説くように､
創造物である人間が ｢精神｣なのであれば､
神の意志を知ることが可能であろう｡しかし､
同時に我々は環境に左右される物質でもある｡
精神であるゆえに､精神的な誘惑が内面に入
り込み､また物質であるゆえに､肉体が要求
するものにコントロールされ､不純物が侵入
して肉体が破壊されることもある｡人間が真
の意味で沈黙し､神の意志を知る条件 ･環境
を持つことを､様々な要素が阻んでいるよう
だ｡｢すべての業には時がある｣ように｢すべ
ての業には場所｣が必要なのかもしれない｡
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やはり沈黙の時と場所を確保することが人間
に課せられているのだろう｡
神の沈黙は人間の沈黙とは異なっていると
ピカートは考える｡しかし､彼は ｢沈黙と信
仰との間には或る種の関係が存在する｡信仰
の領域と沈黙の領域とは､相い依って一体を
なすのである｡つまり､沈黙は､そのうえで
信仰という超自然的なものが成就されるとこ
ろの自然的な土台｣74であり､祈りのなかで人
間の沈黙は､神的なる沈黙に出会い､祈りの
言葉は人間の沈黙を神への沈黙へと案内する
と述べ､キルケゴールの言葉を彼の著 『沈黙
の世界』の最後に引用して､沈黙の重要さを
訴える｡
現代世界の状態､いや､生活全体が病ん
でいるのだ｡もしも私が医者であって､
どうすればよいかと相談をうければ､私
はこう答えるだろう･--･『沈黙を創れ !』
実際､人間たちを沈黙へと連れてゆけ｡
神の御言はこのような有様では聴きとら
れるものではない｡そして､もしも神の
御吉が､喧騒のなかでも聞こえるように
と､喧騒な手段を用いて騒々しく叫ばれ
たりするなら､それはもはや神の御言で
はないのだ｡だから､沈黙を創れ !75
本稿は神への絶対的服従としての ｢沈黙｣
を取り上げたものであるから､当然神が存在
するということが前提で書かれてある｡キル
ケゴールの思想は神の存在を抜きにして語る
ことはできない｡しかし､｢ⅠⅠ.沈黙のなす業｣
に示されたように､信仰の有無にかかわらず､
日常人々と交わる中で沈黙の意義 ･重要性を
キルケゴールから多く学ぶことができると思
う｡また､約150年前にキルケゴールが訴えた
17
｢沈黙を創れ｣という課題は､忙しく騒がし
い現代において一層必要になってきているの
ではないだろうか｡
開発 ･発展という名のもとで､山々が切 り
砕かれ､田園も押しやられ､道路が延び､新
しい家並みが増すとともに､自然が減少して
いく｡現在この地球から､多くの生命を宿す
場所がどんどん消失している｡埋め立てられ
る湿地､伐採される熱帯雨林､コンクリー ト
で底もろとも囲まれてしまった川､テトラポ
ットで覆われた海岸線｡古代から人間が神聖
な場所としていたところがどんどん消えてい
く｡それに変わって生命を脅かす物質 ･生体
が現われてきた｡そして､自然の根源となる
土､水､空気と純粋なものまでが不純物にな
ってしまった｡これと時期を同じくするよう
に我々の周りから沈黙が消失しているかのよ
うである｡沈黙は自然と同じように我々人間
の肉体と精神を育むには必要なもの､いや土
壌そのものと言えないだろうか｡古今東西､
沈黙の重要さは語られ､多くの芸術､日常生
活で使用され､重宝されてきた｡同時に､空
気と同じようにあまりにも身近にあるのでそ
の存在 ･重要性に気がつかないのかもしれな
い｡それが､情報 ･娯楽 ･便利さという名の
もとに､外的 ･内面的騒音によって侵されて
いる｡いや､土壌であるべき沈黙自体が消さ
れているようだ｡沈黙が消されるという表現
は矛盾しているようであるが､沈黙を真空で
はなく､生物が生きるためのきれいな空気で
あると考えれば納得がいくと思う｡
沈黙は神聖であるとキルケゴールは主張し
た｡古代から人間にとって山 ･川 ･海は我々
を育ててきた神聖な存在であった｡沈黙も人
間の肉体と精神を育む神聖な存在であるとい
う観点から､我々現代人も､より真筆に沈黙
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